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研究成果の概要（和文）：本課題は、東アジア言語の話し言葉における感情認知の発達的変化の神経機序を明ら
かにすることを目的とした。日本語で共感機能を持つとされる「ね」と、強調機能を持つとされる「ね」に焦点
を置き、機能的磁気共鳴画像法により、若年の日本語母語話者を対象として終助詞をともなう文を理解する間の
脳機能を測定したところ、文末詞の理解に関して、心の理論、注意、共感に関わる領域の活動を見出した。本課
題で得られた知見を基盤として、今後他のアジア言語との比較や、その個人差や加齢変化を見出すことで、東ア
ジア圏の超高齢社会における円満な異世代間コミュニケーションを考える上で有用となる示唆を導くことができ
ると期待される。

研究成果の概要（英文）：The goal of the present study was to reveal neural basis for developmental 
changes in emotion perception with speech in East-Asian languages. We conducted an experiment using 
functional magnetic resonance to examine how young native Japanese speakers understand Japanese 
sentence-final particles (SFPs) ‘-ne’ and ‘-yo’, which have been assumed to have functions of 
empathy and emphasis, respectively. Results indicated that their understanding of the SFPs was 
associated with the neural activity in the several cortical areas which are known to be responsible 
for theory of mind (i.e., the ability to infer other’s mental state), attention, and empathy. 
Further continuous investigations which shed light on the age-related changes will be informative 
for finding better ways of inter-generational communication in aging society in East Asia. 

研究分野：実験語用論

キーワード： 終助詞　対人関係　機能的磁気共鳴画像法　心の理論

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　文末の終助詞の対人関係調節機能は、東/東南アジア全域に見られる。文末で自分が発した内容を相手と確認
しあおうという動機そのものは、ヨーロッパ言語にも付加疑問のような形で見られるという点で、普遍的な現象
といえる。したがって文末詞の社会相互作用的役割について神経科学的な証拠を提出することは、コミュニケー
ションの問題を考える上でも重要な貢献となる。
　さらに、各種の学会や一般向けのイベントを通して、言語コミュニケーションの神経科学的研究を紹介し地域
との関係を構築し、代表者の所属である東北大学で言語コミュニケーションの発達神経科学研究を実施するため
の拠点を形成することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
アジア諸国に急速に押し寄せる高齢化の波の中で異世代間の相互理解と受容を図るために、
話し言葉を通した感情認知やその発達変容過程を把握することは喫緊の課題である。感情伝達
を考える上で、東アジア言語に共通して注目される点は、述部の右側周辺部（right-periphery: RP）
－すなわち文末－に話し手の命題に対する態度を表すマーカーの発生を許していることである。
これにより、日本語では授受表現、証拠性表現、目の前の相手に向ける丁寧語（対者敬語）、さ
らに終助詞の多様で複雑な用法が進化してきたと考えられる。中国語も、日本語の終助詞に類似
した語気助詞という文末表現を持つ。このような文末表現の社会相互作用的役割について神経
科学的な証拠を提出することは、コミュニケーションの問題を考える上でも重要な貢献となる
と考えられる。 
 
２．研究の目的 
本課題は、東アジア言語の文末共感プロソディに対する感受性のあり方を、脳機能イメージン
グの手法によって個人の特性に照らしながら明らかにすることを目的とした。とくに共感プロ
ソディ認知が困難な高齢者に対して感受性を養うために、これまでに蓄積されてきた言語教育
学の方法論を応用し、一般市民との意見交換も通して高齢者への有効な働きかけの方策を見出
し、東アジア圏の超高齢社会における円満な異世代間コミュニケーションに寄与することを最
終目的としている。 
 
３．研究の方法 
日本語の終助詞「よ」「ね」に焦点を置き、それらを理解している間の神経活動を検討した。
代表者らによる脳波の事象関連電位（Kiyama, et al., 2018）による実験研究および意味関連法に
よる質問紙調査（Kiyama, et al., in prep.）による知見に基づき、以下の予測を立てた。 
 
予測 1: 終助詞「ね」は文が示す命題内容を和らげ、話し手と聞き手との情報の共有をするとこ
ろから、共感機能が働く。したがって文末に「ね」のある文とない文を比べた場合、言語関連野
に加えて、他者の心的状態の推測（心の理論）に関与することで知られる内側前頭前野、側頭頭
頂連合野、中側頭極等の活動を惹起する。 
 
予測 2: 終助詞「よ」は文が示す命題内容を強調し、話し手の積極性を聞き手に印象付ける働き
をする。したがって「よ」のある文とない文を比べた場合、言語関連野に加えて、社会的有能さ
に関連すると考えられている眼窩前頭皮質等の活動を惹起する。 
 
上記の予測を確かめるために、機能的磁気共鳴画像法（functional magnetic resonance imaging: fMRI）
を用いて若年の日本語母語話者 33名を対象とし、絵画・文内容一致判断課題を行っている間の
fMRI 実験を実施した。参加者は、画面に同時に提示される絵と、それを報告する登場人物のセ
リフの文を照らし合わせ、文が絵の内容を表しているかどうかを判断し、Yesまたは Noボタン
を押して回答した。セリフには「塩が入っている」などの単純な日本語文を用意し、終助詞がな
い場合、「ね」、「よ」、「よね」のそれぞれがついている場合の脳活動の差を比較した。 
上記の課題遂行中の脳機能を、東北大学加齢医学研究所に設置された 3T-MRI 装置（Philips 

Achieva scanner, Philips Healthcare, Andover, MA, USA）を用いて計測した。取得したデータは
Statistical Parametric Mapping  (SPM12) によって解析を行った。 
 
４．研究成果 
終助詞「ね」がある文とない文を比べた結果（p < 0.001, k ≧ 10）、左中側頭回、左下後頭回、
左鳥距回、および右中側頭極等の活動が強まった。言語関連野に加え、心の理論領域である側頭
極の関与が認められたことから、終助詞「ね」に他者の状況の把握を促す働きがあることが裏付
けられた。 
 終助詞「よ」がある文とない文を比べた結果（p < 0.001, k ≧ 10）、両側中側頭回、左中後頭
回、左楔部等の活動が強まった。視覚野として、注意やワーキングメモリにも関与すると言われ
る楔部が惹起されることから、終助詞「よ」が文の内容を強調し相手の注意を引きつける機能を
持つことがうかがえる。 
さらに「ね」と「よ」の文を比べた結果（p < 0.001, k ≧ 10）、「ね」のほうが右側頭極および
左島葉の活動が強まった。「よ」にはそうした活動の強まりは認められなかった。島葉が賦活す
ることから、終助詞「ね」は、他者の状態把握とともに、情動を左右する働きがあることが示唆
される。 
 以上のように、文の命題内容と独立した文末詞に関して、心の理論、注意、共感に関わる領域
の活動を見出したことは世界で初めての知見である。このような取り組みの一端は、2019 年言
語科学会の国際大会において言語コミュニケーションの神経科学研究の方法論ワークショップ
を開催して参加者らと共有し、今後の発展可能性を印象づけた。本課題で得られた知見と確立さ
れた方法論を基盤として、他のアジア言語との比較や、その個人差や加齢変化を見出すことで、
東アジア圏の超高齢社会における円満な異世代間コミュニケーションを考える上で有用となる
示唆を導くことができると期待される。 



 上述の脳機能測定の結果については、これから学会で発表し論文化する予定であるが、本実験
デザイン策定に関係する研究内容について、Journal of Neurolinguistics 誌や Journal of Cross-
Cultural Psychology詩などに発表することができた。また、本研究組織の取り組みについて、研
究代表者所属の東北大学をはじめ、米国オハイオ州立大学東アジア言語学部、タイ・チュラロン
コン大学心理学部、香港で開催された International Society of Neuroscienceで招待講演をし、東ア
ジア言語における文末詞の役割に関して有用な議論の機会を持ち、東アジア言語内での比較研
究の準備を進めることができた。 
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